第４部会（産業労働）第１２回部会概要
　
日　時：平成２０年９月１日（月）　１８時３０分～２０時１０分
場　所：市役所２階　第２委員会室

参加者：川西　悟、太田義則、川田弘教、河村信義、関根　実、三澤由比子、
　　　　山本芳幸
事務局：五島英二、古村　健
１　今後の活動について

●サミット・開湯１５０年の行事があるので、その間休会しており、その間提案が出てくると考えていたがまだ回答が無い。

　そのため、今後の第４部会の進め方を検討するためお集まり頂いた。

　今後何かを検討するのか、また、市から回答があるまでストップした方が良いのか等検討する必要がある。

　今後第４部会を進めて行くにあたり、運営委員会から提起されている、外部評価を部会として取り組むのかどうか、どういう手法で行うかを決めなくてはならない。
また、第４部会から提案した事項について、現在の状況はどのようになっているか。

●現在担当部で上申しているところで、今週末には回答が出る予定となっている。

●運営委員会では、市からの回答をどのように受けるのか。

●決まっていない。

　運営委員会として、市からの回答の受け取り方（取扱い方）を検討しなければ行けない。

●提案は、第４部会から運営委員会に提出し、そこで検討して市に提案した。
　市からの回答は、運営委員会で受け取ることになるが、それをそのまま第４部会におろしてもらい、その回答について再度第４部会で検討するという流れが良いと考えているがいかがか。

●特に異議無し。

●９月２４日の運営委員会で市からの回答をすぐに部会にもらい、部会で回答書の結果について検討し、運営委員会に報告する。　

●外部評価については、市民自治推進委員会の本年度の計画に入っている。

　今後第４部会としてどのように実施するのかを検討しなくてはならない。

●外部評価のように、皆さんが共通して問題視していないものを各部会で実施するのは難しいのではないかと考える。もっと違うみんなが共通して問題として認識されている合併などの問題を各部会が実施した方が良いと思う。
　そのようにみんなが共通して認識しているものをテーブルにあげた方が活発な意見が出ると思う。

●第４部会は、市からの提言の回答について検討を行ない、また、各部会で取り組む共通テーマの掘り起こしを行うことで一杯になると考えるので、第４部会は外部評価に着手困難であると運営委員会で報告する。
●今回配布した第２回全国大学フォーラムの報告書は、第４部会の活動の参考となることもあるので配布した。今後の活動の参考として欲しい。

●次回は１０月６日（月）　１８時３０分より同会場で実施する予定。

また、次回の開催案内に併せて、当該議事録と提言の回答を配布するので、次回会議前に部会員全員から意見を集める。

